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 （目的） 

第１条 この要項は、岡山大学卓越教授の称号の付与に関する規則（令和８年岡大規則第２

０号）（以下「規則」という。）第１１条に基づき必要な事項を定める。 

 （資格要件の運用基準） 

第２条 規則第２条第１項第１号の「国際的に認められている論文を執筆していること」と

は次の要件のすべてに該当する場合とする。 

 一 中心的執筆者（筆頭または責任著者）として、TOP10％引用論文を 4報以上発表して

いること 

 二 過去５年において、中心的執筆者（筆頭または責任著者）として、Ｑ１ジャーナル論

文を１６報以上発表、または、ＴＯＰ５％ジャーナル論文を８報以上発表していること 

  （注）Ｑ１ジャーナル：分野別にインパクトファクターを並べ、ＴＯＰ２５％以内のジ

ャーナル（Documents in Q1 Journal）をいう。 

２ 規則第２条第１項第２号の「大型外部資金の獲得実績があること」とは、研究代表者と

して次の要件のすべてに該当する外部資金を獲得した場合とする。 

一 研究期間が３年以上であること 

二 研究費総額が１億円以上かつ、年間平均が２千万円以上であること 

 （卓越教授の申請の時期） 

第３条 規則第３条に係る申請については適宜行うことができるものとする。 

 （称号の取り消し） 

第４条 規則第６条に規定する「その栄誉をけがすと認められる行為」とは、国立大学法人

岡山大学職員就業規則（平成１６年岡大規則第１０号。）第６７条各号に規定する行為及

び岡山大学研究ポリシーに著しく反する行為をいう。 

 （優遇措置） 

第５条 規則第７条第１項第１号に示す「間接経費の配分に関する特例」は、卓越教授が、

その称号を利用できる期間において、研究代表者として獲得した外部資金について、間接

経費の配分を次のとおりとする。ただし、間接経費の割合が３０％以上、かつ、部局に間

接経費の４０％相当額以上の運営費交付金等を配分する場合に限る。 

一 獲得年度 卓越教授に間接経費の５％相当額の運営費交付金等を配分する。 

二 継続年度 卓越教授に間接経費の２％相当額の運営費交付金等を配分する。  

２ 規則第７条第１項第２号に示す「研究時間確保のための環境整備」について、規則第９

条に示す関係部署は、管理運営業務の負担軽減など、卓越教授の研究時間確保に努めるこ

ととする。 



 

  附 則 

この要項は、令和８年４月１日から施行する。 


